
　

タイトル 唱和の可能性 : 万葉集四・六五〇～六五二歌

著者 小野寺, 静子

引用 年報新人文学, 5: 8-31

発行日 2008-12-31



008

序
章

万
葉
集
巻
四
に
、

大
伴
坂
上
郎
女
の
歌
二
首

ひ
さ
か
た
の
天
の
露
霜
置
き
に
け
り
家
な
る
人
も
待
ち
恋
ひ
ぬ
ら
む
（
四
・
六
五
一
）

玉
主
に
玉
は
授
け
て
か
つ
が
つ
も
枕
と
我
は
い
ざ
二
人
寝
む
（
四
・
六
五
二
）

唱
和
の
可
能
性

―
万
葉
集
巻
四
・
六
五
〇
〜
六
五
二
歌
―

小
野
寺
E
子

﹇
論
文
﹈
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と
い
う
歌
（
テ
キ
ス
ト
と
し
て
用
い
た
塙
本
『
万
葉
集
　
訳
文
篇
』
に
は
六
五
二
歌
の
初
句
は
「
玉
守
に
」
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

は
後
述
す
る
）
が
あ
る
。
こ
の
二
首
の
歌
は
「
大
伴
坂
上
郎
女
の
歌
」
と
あ
る
の
み
で
、
誰
に
贈
っ
た
も
の
か
、
ど
の
よ
う

な
動
機
で
作
ら
れ
た
も
の
か
、
と
い
っ
た
こ
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
六
五
一
歌
の
「
家
な
る
人
」
と
は
誰
の
こ

と
か
、「
家
な
る
人
」
は
誰
の
帰
り
を
待
ち
わ
び
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
明
確
で
な
い
。
多
く
の
注
釈
書
が
「
家
な
る
人
」

と
は
坂
上
郎
女
の
娘（
た
ち
）を
指
し
、
太
宰
府
あ
る
い
は
竹
田
や
跡
見
の
庄
に
滞
在
し
て
い
た
坂
上
郎
女
の
帰
り
を
娘（
た

ち
）は
待
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
、
の
意
と
解
し
て
い
る
。

六
五
二
歌
に
つ
い
て
は
、「
玉
主
に
玉
は
授
け
て
」
は
譬
喩
表
現
で
「
玉
」
は
自
分
の
娘
を
譬
え
た
も
の
、「
玉
主
」
は
そ

の
配
偶
者
を
譬
え
た
も
の
と
す
る
解
釈
が
一
般
的
で
あ
る
。
坂
上
郎
女
に
は
坂
上
大
嬢
、
二
嬢
の
二
人
の
娘
が
い
る
の
で
、

○「
玉
」は
坂
上
郎
女
の
次
女
・
坂
上
二
嬢
を
指
す
場
合
―
―「
玉
主
」
は
大
伴
駿
河
麻
呂

○「
玉
」は
坂
上
郎
女
の
二
人
の
娘
・
坂
上
大
嬢
、
二
嬢
を
指
す
場
合
―
―「
玉
主
」
は
大
伴
家
持
と
大
伴
駿
河
麻
呂
と
す

る
考
え
が
契
沖
（
代
匠
記
・
初
、
精
）
に
よ
っ
て
出
さ
れ
、
現
在
ま
で
続
い
て
い
る
。
特
に
前
者
の
考
え
方
が
大
勢
で
あ

る
。
ま
た
、

○「
玉
」
は
坂
上
大
嬢
を
さ
す
―
―「
玉
主
」
は
大
伴
家
持

と
す
る
こ
と
も
可
能
で
、
古
く
か
ら
こ
の
考
え
も
出
さ
れ
て
い
る
。

私
も
か
つ
て
六
五
一
歌
は
田
庄
で
の
作
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
六
五
二
歌
は
家
持
な
い
し
駿
河
麻
呂
に
娘
を
託
し
た

坂
上
郎
女
の
心
情
を
歌
っ
た
も
の
と
考
え
た
（『
大
伴
坂
上
郎
女
』
平
成
五
年
、
翰
林
書
房
）。
た
だ
、
こ
う
し
た
解
釈
に
ど
こ

か
納
得
い
か
な
い
も
の
を
感
じ
て
い
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
六
五
一
歌
の
「
ひ
さ
か
た
の
天
の
露
霜
置
き
に
け
り
」
に
は
、

自
然
の
営
み
へ
の
詠
嘆
は
感
じ
ら
れ
る
も
の
の
、
自
分
が
帰
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
切
実
さ
は
伝
わ
っ
て
こ
な
い
し
、
六
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五
二
歌
の
「
か
つ
が
つ
も
枕
と
我
は
い
ざ
二
人
寝
む
」
は
、
一
人
寝
の
寂
し
さ
を
歌
っ
て
い
て
、
娘
を
婿
に
託
し
た
後
の

寂
し
さ
を
表
し
て
い
る
と
す
る
の
に
は
違
和
感
を
抱
く
か
ら
で
あ
る
。
特
に
、
こ
の
六
五
二
歌
か
ら
受
け
る
違
和
感
は
通

説
の
よ
う
に
解
す
る
こ
と
を
躊
躇
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

前
稿
で
私
は
六
五
一
〜
六
五
二
歌
の
作
歌
事
情
に
つ
い
て
大
伴
三
依
の
歌
（
六
五
〇
歌
）
と
贈
答
歌
で
あ
る
可
能
性
が
高

い
こ
と
を
指
摘
し
た
（「
大
伴
三
依
と
大
伴
坂
上
郎
女
」『
年
報
新
人
文
学
』
四
、
二
〇
〇
七
年
一
二
月
）。
が
そ
こ
で
は
指
摘
の
み
で

具
体
的
な
考
察
は
お
こ
な
わ
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
こ
の
三
依
の
歌
一
首
、
坂
上
郎
女
の
歌
二
首
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
は

一
組
と
み
な
す
べ
き
で
三
依
の
歌
に
坂
上
郎
女
が
和
し
た
歌
で
、
両
者
は
唱
和
の
関
係
に
あ
る
と
い
う
可
能
性
を
探
っ
て

み
た
い
。

第
一
章

三
首
の
歌
の
考
察
の
前
に
こ
れ
ら
の
歌
が
い
つ
頃
の
歌
と
い
え
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
お
き
た
い
。
巻
四
は
全

て
相
聞
歌
で
あ
り
、
ほ
ぼ
年
代
順
に
配
列
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。「
難
波
天
皇
の
妹
、
大
和
に
い
ま
す
皇
兄

に
奉
上
る
御
歌
一
首
」（
四
八
四
）
か
ら
は
じ
ま
る
が
、
難
波
天
皇
の
妹
が
誰
を
指
し
た
も
の
か
明
確
で
な
い
。
編
纂
者
は

仁
徳
天
皇
の
異
母
妹
・
八
田
皇
女
と
捉
え
て
い
る
よ
う
で
、
伝
承
の
か
な
た
の
浪
漫
性
の
高
い
仁
徳
天
皇
代
の
歌
で
巻
頭

を
飾
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
巻
四
の
歌
に
作
歌
年
月
を
記
す
も
の
は
少
な
く
、
神
亀
元
年
一
〇
月
（
五
四
三
〜

五
四
五
）、
神
亀
二
年
三
月
（
五
四
四
〜
五
四
八
）、
神
亀
五
年
（
五
四
九
〜
五
五
二
）、
天
平
二
年
六
月
（
五
六
六
〜
五
六
七
）
に

し
か
過
ぎ
な
い
が
、
題
詞
の
記
事
か
ら
作
歌
時
期
が
推
定
さ
れ
る
も
の
も
多
い
。
巻
四
の
歌
々
が
全
て
問
題
な
く
年
代
順
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に
な
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
若
干
の
問
題
が
あ
る
が
、
本
論
で
考
察
の
対
象
と
す
る
六
五
〇
〜
六
五
二
歌
は
ど
う
位
置
付

け
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
五
五
一
歌
ま
で
は
神
亀
五
年
ま
で
の
歌
、
五
五
二
〜
五
七
一
歌
ま
で
は
大

伴
旅
人
の
太
宰
帥
時
代
（
神
亀
五
、
六
年
〜
天
平
二
年
一
一
月
）
の
歌
、
五
七
二
〜
五
七
六
歌
ま
で
は
旅
人
が
大
納
言
と
な
り

太
宰
府
か
ら
上
京
す
る
ま
で
の
歌
、
五
七
七
〜
五
八
〇
歌
ま
で
旅
人
没
後
（
天
平
三
年
七
月
没
）
の
歌
、
と
い
え
る
。
ま
た
、

六
二
一
歌
題
詞
の
「
西
海
道
節
度
使
」
は
天
平
四
年
八
月
か
ら
六
年
四
月
の
間
に
設
置
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

六
二
一
歌
に
和
し
た
六
二
二
歌
と
と
も
に
そ
の
間
の
も
の
と
い
え
る
。
六
二
三
歌
か
ら
は
そ
れ
以
後
の
も
の
で
、
六
五
〇

〜
六
五
二
歌
も
そ
の
範
囲
に
入
る
。
六
二
三
歌
以
後
に
は
具
体
的
に
作
歌
年
月
を
示
す
も
の
は
な
い
が
、
七
二
七
歌
以
降

の
家
持
と
坂
上
大
嬢
と
の
「
離
絶
数
年
、
ま
た
逢
ひ
て
相
聞
往
来
」
し
た
歌
群
は
天
平
一
一
年
秋
頃
の
作
と
考
え
ら
れ
る

か
ら
、
六
五
〇
〜
六
五
二
歌
は
そ
の
間
の
も
の
で
お
よ
そ
天
平
七
、
八
年
頃
と
推
定
で
き
る
。

六
五
〇
〜
六
五
二
歌
の
前
に
は
、

大
伴
宿
祢
駿
河
麻
呂
の
歌
一
首

ま
す
ら
を
の
思
ひ
わ
び
つ
つ
度
ま
ね
く
嘆
く
嘆
き
を
負
は
ぬ
も
の
か
も
（
四
・
六
四
六
）

大
伴
坂
上
郎
女
の
歌
一
首

心
に
は
忘
る
る
日
な
く
思
へ
ど
も
人
の
言
こ
そ
繁
き
君
に
あ
れ
（
四
・
六
四
七
）

大
伴
宿
祢
駿
河
麻
呂
の
歌
一
首

相
見
ず
て
日
長
く
な
り
ぬ
こ
の
こ
ろ
は
い
か
に
さ
き
く
や
い
ふ
か
し
我
妹
（
四
・
六
四
八
）

大
伴
坂
上
郎
女
の
歌
一
首
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夏
葛
の
絶
え
ぬ
使
ひ
の
よ
ど
め
れ
ば
事
し
も
あ
る
ご
と
思
ひ
つ
る
か
も
（
四
・
六
四
九
）

右
、
坂
上
郎
女
は
佐
保
大
納
言
卿
の
女
な
り
。
駿
河
麻
呂
は
、
こ
の
高
市
大
卿
の
孫
な
り
。

両
卿
は
兄
弟
の
家
、
女
孫
は
姑
姪

を
ば
を
ひ

の
族

う
が
ら

な
り
。
こ
こ
を
以
て
、
歌
を
題つ

く

り
て
送
答
し
、
起
居
を
相
問
す

が
あ
る
。
左
注
に
よ
れ
ば
、
坂
上
郎
女
は
佐
保
大
納
言
卿
（
安
麻
呂
）
の
娘
で
駿
河
麻
呂
は
高
市
大
卿
（
誰
の
こ
と
か
不
明

だ
が
、
こ
の
左
注
の
「
両
卿
は
兄
弟
の
家
」
に
よ
り
大
伴
御
行
と
さ
れ
る
）
の
孫
で
、
坂
上
郎
女
と
駿
河
麻
呂
は
「
姑
姪

を
ば
を
ひ

」
の
間
柄

に
あ
り
、
六
四
六
歌
か
ら
六
四
九
歌
に
至
る
坂
上
郎
女
と
駿
河
麻
呂
の
歌
は
親
族
の
間
で
の
「
起
居
相
問
」（
互
い
に
安
否

を
尋
ね
る
）
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
左
注
が
な
け
れ
ば
二
群
は
贈
答
の
関
係
に
あ
る
こ
と
、
六
四

六
歌
、
六
四
七
歌
の
恋
人
同
士
の
よ
う
な
や
り
と
り
は
親
族
と
し
て
の
親
し
さ
故
の
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
は
わ
か

ら
な
い
。
坂
上
郎
女
の
歌
に
は
他
に
も
、

安
倍
朝
臣
虫
麻
呂
の
歌
一
首

向
か
ひ
居
て
見
れ
ど
も
飽
か
ぬ
我
妹
子
に
立
ち
離
れ
行
か
む
た
づ
き
知
ら
ず
も
（
四
・
六
六
五
）

大
伴
坂
上
郎
女
の
歌
二
首

相
見
ぬ
は
幾
久
さ
に
も
あ
ら
な
く
に
こ
こ
だ
く
我
は
恋
ひ
つ
つ
も
あ
る
か
（
四
・
六
六
六
）

恋
ひ
恋
ひ
て
逢
ひ
た
る
も
の
を
月
し
あ
れ
ば
夜
は
隠
る
ら
む
し
ま
し
は
あ
り
待
て
（
四
・
六
六
七
）

右
、
大
伴
坂
上
郎
女
の
母
石
川
内
命
婦
と
安
倍
朝
臣
虫
麻
呂
の
母
安
曇
外
命
婦
と
は
、
同
居
の
姉
妹
、
同
気
の
親
な
り
。

こ
れ
に
よ
り
て
郎
女
と
虫
麻
呂
と
は
、
相
見
る
こ
と
疎
か
ら
ず
、
相
語
ら
ふ
こ
と
す
で
に
密
か
な
り
。
聊
か
に
戯
歌
を
作

り
て
問
答
を
な
せ
り
。
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が
あ
り
、
左
注
に
よ
れ
ば
坂
上
郎
女
の
母
と
安
倍
虫
麻
呂
の
母
は
同
母
の
姉
妹
で
気
の
あ
っ
た
親
し
い
間
柄
で
、
そ
れ
に

よ
り
坂
上
郎
女
と
安
倍
虫
麻
呂
と
は
親
密
で
う
ち
と
け
た
間
柄
で
あ
っ
た
の
で
「
戯
歌
」
の
や
り
と
り
を
し
た
と
あ
る
。

こ
こ
で
も
こ
の
左
注
が
な
け
れ
ば
、
坂
上
郎
女
と
安
倍
虫
麻
呂
は
恋
仲
に
あ
っ
た
と
間
違
え
て
し
ま
い
そ
う
で
、
親
族
と

し
て
の
親
し
さ
故
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。

こ
う
し
た
左
注
が
あ
る
も
の
は
、
両
者
の
歌
が
贈
答
の
関
係
に
あ
る
こ
と
や
、
歌
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
語
る

が
、
坂
上
郎
女
の
歌
を
は
じ
め
と
し
て
万
葉
集
の
歌
に
は
こ
の
よ
う
に
作
歌
事
情
を
記
す
の
は
む
し
ろ
少
な
い
。
従
っ
て
、

大
伴
駿
河
麻
呂
と
坂
上
郎
女
と
の
歌
、
安
倍
虫
麻
呂
と
坂
上
郎
女
と
の
歌
に
あ
る
よ
う
な
事
情
が
あ
り
な
が
ら
、「
和
歌

が
そ
の
独
立
的
な
性
格
を
強
め
、
贈
答
と
い
う
事
実
を
離
れ
て
も
成
り
立
つ
べ
く
構
成
さ
れ
」
る
よ
う
に
な
っ
た
巻
三
・

四
・
八
で
は
（
鈴
木
日
出
男
「
相
聞
歌
の
展
開
」『
古
代
和
歌
史
論
』
平
成
二
年
一
〇
月
）、
そ
う
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
は
な
か
っ
た
歌
群
も
多
い
は
ず
で
あ
る
。

大
伴
駿
河
麻
呂
と
坂
上
郎
女
と
の
歌
（
六
四
六
〜
六
四
九
）
の
あ
と
に
位
置
す
る
大
伴
三
依
と
坂
上
郎
女
の
歌
（
六
五
〇

〜
六
五
二
）
も
ま
た
、
三
依
と
坂
上
郎
女
の
親
族
間
の
親
し
さ
を
土
台
に
し
た
や
り
と
り
の
歌
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
六
五
一
〜
六
五
二
歌
は
先
に
挙
げ
た
の
で
六
五
〇
歌
を
記
す
。

大
伴
宿
祢
三
依
、
離
れ
て
ま
た
逢
ふ
こ
と
を
歓
ぶ
る
歌
一
首

我
妹
子
は
常
世
の
国
に
住
み
け
ら
し
昔
見
し
よ
り
を
ち
ま
し
に
け
り
（
四
・
六
五
〇
）

六
五
〇
歌
に
つ
い
て
は
前
稿
（「
大
伴
三
依
と
大
伴
坂
上
郎
女
」）
で
、
大
伴
旅
人
の
太
宰
帥
時
代
、
坂
上
郎
女
と
三
依
も
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太
宰
府
に
い
て
既
に
親
交
が
あ
っ
た
二
人
だ
が
、
三
依
の
帰
京
後
「
久
し
ぶ
り
に
逢
っ
た
坂
上
郎
女
に
対
し
て
、
あ
た
か

も
常
世
の
国
に
住
ん
で
い
た
か
の
よ
う
に
以
前
に
も
ま
し
て
若
々
し
い
」
と
讃
え
た
歌
で
、「
大
げ
さ
な
言
い
回
し
や

『
を
ち
ま
し
に
け
り
』
の
丁
重
な
歌
い
ぶ
り
な
ど
、
戯
れ
に
満
ち
坂
上
郎
女
を
と
り
ま
く
歌
の
世
界
に
通
う
雰
囲
気
を
察

知
し
た
歌
」
で
あ
る
と
述
べ
た
。
こ
の
歌
に
関
し
て
は
そ
の
よ
う
に
捉
え
た
上
で
、
六
五
一
〜
六
五
二
歌
が
こ
の
三
依
の

歌
に
和こ

た

え
た
歌
と
す
る
な
ら
ば
、
両
者
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
く
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。

和
え
た
歌
、
と
述
べ
た
が
こ
れ
に
は
種
々
の
場
合
が
あ
ろ
う
。
万
葉
集
で
他
の
人
の
歌
に
和
え
る
と
い
う
の
に
は
、
贈

答
歌
、
宴
席
で
の
応
吟
歌
、
問
答
歌
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
贈
答
歌
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

天
皇
、
藤
原
夫
人
に
賜
ふ
御
歌
一
首

我
が
里
に
大
雪
降
れ
り
大
原
の
古
り
に
し
里
に
散
ら
ま
く
は
後
（
二
・
一
〇
三
）

藤
原
夫
人
の
和
へ
奉
る
歌
一
首

我
が
岡
の
a
に
言
ひ
て
降
ら
し
め
し
雪
の
砕
け
し
そ
こ
に
散
り
け
む
（
二
・
一
〇
四
）

は
、
天
武
天
皇
が
藤
原
夫
人
に
、
私
の
里
に
大
雪
が
降
っ
た
が
そ
ち
ら
の
古
ぼ
け
た
里
に
降
る
の
は
後
の
こ
と
で
し
ょ
う
、

と
贈
っ
た
の
に
対
し
そ
ち
ら
に
降
っ
た
の
は
私
の
岡
の
竜
神
に
頼
ん
で
降
ら
せ
た
雪
の
か
け
ら
で
し
ょ
う
と
歌
い
か
え
し

て
い
て
、
贈
答
歌
の
「
当
意
即
妙
の
う
た
い
交
わ
し
」、「
歌
垣
の
か
け
あ
い
を
髣
髴
と
さ
せ
る
機
智
的
応
酬
」（
影
山
尚
之

「
聖
武
天
皇
と
海
上
女
王
の
贈
答
歌
」『
万
葉
』
一
六
〇
、
平
成
九
年
三
月
）
を
土
台
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
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天
皇
、
志
斐
嫗
に
賜
ふ
御
歌
一
首

否
と
言
へ
ど
強
ふ
る
志
斐
の
が
強
ひ
語
り
こ
の
こ
ろ
聞
か
ず
て
朕
恋
ひ
に
け
り
（
三
・
二
三
六
）

志
斐
嫗
の
和
へ
奉
る
歌
一
首
　
嫗
の
名
未
だ
詳
ら
か
な
ら
ず

否
と
言
へ
ど
語
れ
語
れ
と
詔
ら
せ
こ
そ
志
斐
い
は
奏
せ
強
ひ
語
り
と
言
ふ
（
三
・
二
三
七
）

の
、
天
皇
（
持
統
天
皇
か
）
が
志
斐
嫗
に
嫌
だ
と
い
う
の
に
強
い
て
聞
か
せ
た
強
い
話
、
と
歌
い
か
け
る
の
に
対
し
て
、
私

が
嫌
だ
と
い
っ
た
の
に
話
せ
と
言
わ
れ
た
、
と
相
手
を
や
り
込
め
反
発
性
を
際
立
た
せ
て
い
る
。
志
斐
嫗
が
天
皇
の
動
作

を
「
言
ふ
」
と
無
敬
語
で
表
現
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
も
掛
け
合
い
の
妙
、
諧
謔
性
が
認
め
ら
れ
る
。
鈴
木
日
出
男
氏
が
寄

物
陳
思
型
の
贈
答
歌
は
「
贈
答
表
現
と
し
て
の
対
照
性
・
反
発
性
を
最
も
典
型
的
に
機
能
さ
せ
る
」
も
の
、
巻
四
に
み
ら

れ
る
正
述
心
緒
型
の
贈
答
歌
は
「
た
が
い
に
応
酬
し
あ
う
物
言
い
が
歌
意
と
し
て
表
面
化
し
、
そ
の
反
発
の
度
合
を
強
め

て
誇
張
し
あ
っ
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
よ
う
に
（「
相
聞
歌
の
展
開
」
前
掲
論
）、
贈
答
歌
は
対
照
性
、
反
発
性
、
表
現
の
誇

張
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
。

宴
席
で
和
え
る
歌
で
は
、

大
伴
坂
上
郎
女
、
親
族
を
宴
す
る
日
に
吟
ふ
歌
一
首

山
守
の
あ
り
け
る
知
ら
に
そ
の
山
に
標
結
ひ
立
て
て
結
ひ
の
恥
し
つ
（
三
・
四
〇
一
、
譬
喩
歌
）

大
伴
宿
祢
駿
河
麻
呂
即
ち
和
ふ
る
歌
一
首

山
守
は
け
だ
し
あ
り
と
も
我
妹
子
が
結
ひ
け
む
標
を
人
解
か
め
や
も
（
三
・
四
〇
二
、
譬
喩
歌
）
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の
、
大
伴
親
族
の
宴
で
の
坂
上
郎
女
と
大
伴
駿
河
麻
呂
の
歌
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
、「
か
け
ひ
き
」（
全
注
）、
当
意
即

妙
の
対
応
、
戯
笑
性
が
あ
る
。
更
に
問
答
歌
で
は
、

問
答

春
山
の
あ
し
び
の
花
の
悪
し
か
ら
ぬ
君
に
は
し
ゑ
や
寄
そ
る
と
も
よ
し
（
十
・
一
九
二
六
）

石
上
布
留
の
神
杉
神
び
に
し
我
や
さ
ら
さ
ら
恋
に
あ
ひ
に
け
る
（
十
・
一
九
二
七
）

に
お
け
る
軽
妙
な
や
り
と
り
や
、

問
答

う
ら
ぶ
れ
て
物
な
思
ひ
そ
天
雲
の
た
ゆ
た
ふ
心
我
が
思
は
な
く
に
（
十
一
・
二
八
一
六
）

う
ら
ぶ
れ
て
物
は
思
は
じ
水
無
瀬
川
あ
り
て
も
水
は
行
く
と
い
ふ
も
の
を
（
十
一
・
二
八
一
七
）

の
、「
う
ら
ぶ
れ
て
物
な
思
ひ
そ
」「
う
ら
ぶ
れ
て
物
は
思
は
じ
」
と
同
類
の
語
句
を
繰
り
返
し
な
が
ら
相
手
を
打
ち
負
か

そ
う
と
す
る
大
袈
裟
な
表
現
が
認
め
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
贈
答
歌
、
宴
席
で
の
応
吟
歌
、
問
答
歌
は
当
意
即
妙
の
歌
い
交
わ
し
、
掛
け
合
い
、
反
発
、
切
り
替
え
し
や

打
ち
負
か
し
を
土
台
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
歌
垣
に
お
け
る
誘
い
を
意
図
す
る
掛
け
合
い
の
あ
り
方
を
根
源
に

も
つ
。
万
葉
集
の
贈
答
歌
、
宴
席
で
の
応
吟
歌
、
問
答
歌
に
お
け
る
ひ
と
つ
の
歌
の
あ
り
方
で
あ
り
本
質
的
に
同
じ
も
の
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で
総
称
し
て
唱
和
の
歌
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
当
意
即
妙
の
う
た
い
交
わ
し
、
掛
け
合
い
、
反
発
、
切
り
替
え
し
や
打

ち
負
か
し
は
、
万
葉
集
の
唱
和
歌
に
認
め
ら
れ
る
根
本
的
な
要
素
で
、
歌
垣
で
の
歌
を
土
台
に
す
る
唱
和
の
歌
の
一
つ
の

伝
統
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
唱
和
の
可
能
性
を
探
る
と
い
う
こ
と
は
、
二
者
の
歌
が
贈
答
歌
、
宴
席
で
の
応
吟
歌
あ
る

い
は
問
答
歌
で
あ
る
か
を
探
る
と
い
う
こ
と
に
繋
が
り
、
掛
け
合
い
、
反
発
、
切
り
替
え
し
、
打
ち
負
か
し
、
当
意
即
妙

の
歌
い
交
わ
し
の
あ
り
方
を
探
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

大
伴
三
依
の
歌
（
六
五
〇
）
と
坂
上
郎
女
の
歌
（
六
五
一
〜
六
五
二
）
に
唱
和
の
可
能
性
を
探
り
、
三
依
も
ま
た
坂
上
郎

女
圏
の
歌
人
の
一
人
で
あ
っ
た
と
述
べ
た
前
稿
の
補
強
を
行
お
う
と
す
る
の
が
本
論
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

第
二
章

六
五
一
〜
六
五
二
歌
の
坂
上
郎
女
の
歌
は
六
五
〇
歌
の
大
伴
三
依
の
歌
に
唱
和
し
た
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
唱
和
な
の
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
ま
ず
六
五
一
歌
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

大
伴
坂
上
郎
女
の
歌
二
首

ひ
さ
か
た
の
天
の
露
霜
置
き
に
け
り
家
な
る
人
も
待
ち
恋
ひ
ぬ
ら
む
（
四
・
六
五
一
）

ま
ず
「
ひ
さ
か
た
の
天
の
露
霜
置
き
に
け
り
」
と
、「
露
霜
」
が
降
り
て
い
る
時
で
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
こ
と
を
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
発
想
で
歌
い
上
げ
る
。「
露
霜
」
に
よ
っ
て
季
節
は
秋
、「
置
き
に
け
り
」
で
も
う
夜
が
更
け
た
時
で
あ
る
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こ
と
を
歌
っ
て
い
る
。

こ
の
歌
の
「
家
な
る
人
」
と
は
誰
を
指
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
「
家
な
る
人
」
は
誰
の
こ
と
を
待
ち
恋
う
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
先
に
み
た
よ
う
に
最
も
多
い
考
え
方
は
、「
家
な
る
人
」
は
坂
上
郎
女
の
娘
（
大
嬢
、
二
嬢
）
で
あ
り
、

自
分
の
こ
と
を
恋
う
て
い
る
と
す
る
も
の
で
、
一
首
は
坂
上
郎
女
が
家
か
ら
離
れ
て
い
る
状
況
に
あ
っ
た
時
、
家
に
残
し

て
き
た
娘
た
ち
（
な
い
し
は
娘
の
う
ち
の
一
人
）
も
私
の
帰
り
を
待
ち
恋
う
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
、
と
歌
っ
た
も
の
と
す
る

解
釈
で
あ
る
。「
家
な
る
人
も
」
と
「
も
」
と
あ
る
の
は
、
自
分
も
「
家
な
る
人
」
を
恋
う
て
「
家
な
る
人
」
も
待
ち
恋
う

て
い
る
と
い
う
意
味
で
の「
も
」で
、
娘
た
ち
も
私
の
帰
り
を
待
ち
恋
う
て
い
る
だ
ろ
う
と
い
う
意
と
解
す
る
。
代
匠
記
・

精
、
新
考（
安
藤
）、
新
考
、
総
釈
、
全
釈
、
金
子
評
釈
、
佐
々
木
評
釈
、
窪
田
評
釈
、
私
注
、
全
集
、
全
注
、
和
歌
大
系
、

新
大
系
、
全
歌
講
義
等
が
こ
の
立
場
を
と
る
（「
家
な
る
人
」
を
家
人
と
と
る
大
系
、
新
編
全
集
も
同
じ
立
場
で
あ
ろ
う
）。

「
家
な
る
人
」
を
坂
上
郎
女
の
娘
と
す
る
も
の
を
具
体
的
に
み
て
い
く
と
、「
家
な
る
人
は
、
駿
河
麻
呂
の
妻
を
言
ふ
な

る
べ
し
」（
略
解
）、「
京
の
家
に
あ
る
人
も
と
い
ふ
に
て
、
駿
河
麻
呂
の
妻
を
い
ふ
な
る
べ
し
」（
古
義
）
な
ど
は
駿
河
麻

呂
の
妻
す
な
わ
ち
坂
上
二
嬢
の
こ
と
と
し
、
か
つ
こ
れ
ら
は
と
も
に
太
宰
府
に
て
の
作
と
す
る
。
太
宰
府
か
ら
二
嬢
の

夫
・
駿
河
麻
呂
へ
贈
っ
た
歌
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
略
解
、
古
義
を
継
ぎ
な
が
ら
、
太
宰
府
で
の
作
と
せ
ず
「
同
じ
場

所
に
居
あ
わ
せ
た
」（
集
成
）、「
娘
婿
と
あ
る
場
所
に
い
」（
釈
注
）
て
の
駿
河
麻
呂
へ
の
歌
と
す
る
解
釈
も
あ
る
。「
家
な

る
人
」
を
長
女
・
坂
上
大
嬢
と
す
る
場
合
、
姉
妹
の
い
ず
れ
か
に
限
定
し
な
い
場
合
も
事
情
は
同
じ
で
あ
る
。
釈
注
が

「
家
な
る
人
も
待
ち
恋
ひ
ぬ
ら
む
」
を
六
五
二
歌
と
の
関
連
か
ら
、「
家
に
い
る
人
も
今
頃
あ
な
た
を
待
ち
焦
が
れ
て
い
る

こ
と
で
し
ょ
う
」
と
訳
し
て
い
る
の
に
は
共
感
す
る
が
、「
作
者
は
、
今
、
娘
婿
と
あ
る
場
所
に
い
る
。
そ
の
娘
婿
に
対

し
て
、
露
の
置
く
こ
の
夜
更
け
に
一
人
夫
の
来
訪
を
待
つ
娘
の
わ
び
し
さ
を
推
し
量
り
な
が
ら
早
く
訪
れ
て
く
れ
る
よ
う
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に
促
し
た
歌
と
み
え
る
」
と
す
る
の
は
、
こ
の
歌
を
娘
と
娘
婿
と
の
関
係
か
ら
解
し
よ
う
と
す
る
従
来
の
考
え
に
基
づ
く

も
の
で
賛
同
し
が
た
い
。

少
数
意
見
と
し
て
、
童
蒙
抄
の
「
夫
を
家
に
お
き
て
妻
の
旅
行
な
ど
せ
し
時
の
歌
か
」
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
「
家

な
る
人
」
は
坂
上
郎
女
の
夫
と
な
る
が
、
こ
の
歌
の
作
歌
時
期
を
考
慮
す
れ
ば
こ
の
時
期
坂
上
郎
女
に
は
「
夫
」
な
る
人

は
い
ず
当
ら
な
い
。
ま
た
攷
證
に
、「
坂
上
郎
女
、
ま
ゝ
娘
田
村
大
嬢
を
、
駿
河
麻
呂
卿
に
合
せ
た
れ
ば
、
こ
の
宅
有
人

は
、
田
村
大
嬢
を
い
ふ
か
」
と
あ
る
が
、
駿
河
麻
呂
は
二
嬢
と
の
結
婚
は
考
え
ら
れ
る
が
、
駿
河
麻
呂
と
田
村
大
嬢
と
の

結
婚
は
な
い
だ
ろ
う
。

こ
の
歌
群
は
天
平
七
、
八
年
こ
ろ
の
も
の
と
推
定
で
き
る
の
で
、
六
五
一
歌
が
坂
上
郎
女
の
太
宰
府
滞
在
時
の
歌
と
は

言
い
が
た
い
。ま
た
跡
見
や
竹
田
庄
滞
在
時
の
歌
は
天
平
一
一
年
頃
の
も
の
と
推
定
で
き
る
の
で（
拙
論『
大
伴
坂
上
郎
女
』）、

こ
れ
も
あ
て
は
ま
ら
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
歌
を
坂
上
郎
女
が
太
宰
府
あ
る
い
は
田
庄
に
い
て
の
歌
と
す
る
の
は

疑
問
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
う
遠
く
で
な
く
て
も
家
を
離
れ
て
い
て
の
作
と
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
駿

河
麻
呂
や
家
持
へ
の
歌
と
解
釈
す
る
理
由
に
は
、
こ
の
歌
は
次
の
歌
と
同
じ
事
情
の
歌
で
、
次
の
歌
は
娘
婿
に
贈
っ
た
歌

と
解
釈
す
る
の
が
良
い
と
い
う
考
え
に
立
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
点
が
そ
も
そ
も
問
題
で
あ
る
。

六
五
一
〜
六
五
二
歌
の
題
詞
に
は
「
大
伴
坂
上
郎
女
の
歌
二
首
」
と
あ
る
か
ら
、
二
首
は
作
歌
動
機
を
同
じ
く
す
る
と

考
え
て
よ
い
。
六
五
一
歌
を
単
独
に
考
え
る
な
ら
ば
娘
（
た
ち
）
へ
の
歌
で
「
家
な
る
人
」
は
娘
（
た
ち
）
を
指
す
、
あ
る

い
は
駿
河
麻
呂
へ
の
歌
で
「
家
な
る
人
」
は
駿
河
麻
呂
や
家
持
に
嫁
し
た
坂
上
郎
女
の
娘
を
指
す
と
す
る
の
は
良
い
と
し

て
、
六
五
二
歌
も
ま
た
、
娘
、
娘
た
ち
を
対
象
と
し
た
も
の
と
す
る
の
は
抵
抗
が
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
る

と
こ
ろ
、
私
は
六
五
一
歌
を
次
の
よ
う
に
解
し
た
い
。
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坂
上
郎
女
と
三
依
は
大
伴
氏
の
一
員
と
し
て
す
で
に
面
識
は
あ
っ
た
が
、
太
宰
府
滞
在
時
期
を
同
じ
く
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
更
に
親
密
さ
は
加
わ
っ
た
だ
ろ
う
。
坂
上
郎
女
の
帰
京
は
天
平
二
年
冬
の
こ
と
で
、
三
依
の
帰
京
は
そ
れ
よ
り
遅
れ

る
が
、
帰
京
後
、
大
伴
家
で
開
か
れ
た
宴
席
で
三
依
は
大
袈
裟
な
表
現
で
坂
上
郎
女
を
讃
え
る
歌
を
歌
い
上
げ
た
。
場
を

盛
り
上
げ
る
宴
席
の
場
に
ふ
さ
わ
し
い
歌
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
受
け
て
歌
わ
れ
た
坂
上
郎
女
の
一
首
目
の
歌
は
、

も
う
秋
の
夜
も
更
け
ま
し
た
。
三
依
さ
ん
、
あ
な
た
の
家
に
い
る
妻
も
あ
な
た
の
お
帰
り
を
待
ち
恋
う
て
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
よ
。

と
い
う
意
味
で
、
そ
ん
な
私
に
対
す
る
お
世
辞
な
ど
言
っ
て
い
な
い
で
も
う
お
帰
り
な
さ
い
な
、
あ
な
た
の
妻
も
お
帰
り

を
待
っ
て
い
ま
し
ょ
う
、
と
三
依
に
は
家
に
妻
が
い
る
こ
と
、
そ
の
よ
う
な
人
が
私
に
浮
つ
い
た
讃
辞
を
す
る
な
ん
て
、

と
三
依
の
気
の
あ
る
素
振
り
を
か
わ
し
切
り
替
し
同
時
に
宴
の
終
わ
り
を
告
げ
る
歌
な
の
で
あ
る
。「
も
」
に
よ
っ
て
、

私
に
対
し
て
そ
ん
な
ふ
う
に
歌
っ
て
い
ま
す
が
、
妻
の
待
つ
家
に
あ
な
た
も
早
く
お
帰
り
に
な
り
た
い
の
で
し
ょ
う
、
と

皮
肉
る
こ
と
に
な
る
。
六
五
一
歌
を
こ
の
よ
う
に
解
す
る
の
は
、
次
の
六
五
二
歌
は
娘
と
の
こ
と
を
歌
っ
た
と
す
る
こ
と

に
疑
問
を
持
つ
か
ら
で
、
六
五
一
歌
と
二
首
一
組
で
あ
る
六
五
二
歌
も
ま
た
娘
と
の
こ
と
を
歌
っ
た
の
で
は
な
い
と
考
え

る
。

第
三
章

こ
こ
で
は
六
五
二
歌
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
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玉
主
に
玉
は
授
け
て
か
つ
が
つ
も
枕
と
我
は
い
ざ
二
人
寝
む
（
四
・
六
五
二
）

初
句
「
玉
主
」
は
、
塙
本
『
万
葉
集
　
訳
文
篇
』
で
は
「
玉
守

た
ま
も
り

」
と
な
っ
て
い
る
。
テ
キ
ス
ト
に
拠
ら
な
い
訓
み
を
と

る
こ
と
に
つ
い
て
、
以
下
述
べ
た
い
。
こ
こ
は
原
文
「
玉
主
」
と
あ
り
、
諸
本
異
動
は
な
い
が
、
古
葉
略
類
聚
抄
、
神
田

本
は
「
タ
マ
ヌ
シ
」
と
よ
み
、
西
本
願
寺
本
、
京
大
本
に
も
「
タ
マ
ヌ
シ
」
と
あ
る
（
た
だ
し
、
西
本
願
寺
本
に
は
「
主
」
の

左
に
「
モ
リ
イ
」
と
、
京
大
本
は
「
モ
リ
」
と
あ
り
、
赭
「
ヌ
シ
」
と
あ
る
。
以
上
、
校
異
は
『
校
本
万
葉
集
』
に
よ
る
）。
諸
注
釈
書
で

も
、

「
も
り
」―
―
拾
穂
抄
、
代
匠
記
・
初
、
代
匠
記
・
精
、
攷
證
、
童
蒙
抄
、
古
義
、
新
考
、
金
子
評
釈
、
私
注
、
全
集
、
全

訳
注
、
全
注
、
釈
注
、
新
編
全
集
、
全
歌
講
義

「
ぬ
し
」―
―
考
、
略
解
、
新
考
（
安
藤
）、
全
釈
、
総
釈
、
窪
田
評
釈
、
増訂

全
注
釈
、
佐
々
木
評
釈
、
大
系
、
和
歌
大
系
、

新
大
系

と
な
り
、
近
時
は
「
も
り
」
の
訓
み
が
多
い
が
両
方
の
訓
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。「
今
本
、
玉
も
り
と
よ
め
れ
ど
、
主
は

さ
は
よ
み
か
た
し
、
や
す
ら
か
に
字
の
ま
ゝ
に
訓
て
聞
こ
ゆ
」
と
考
に
い
う
よ
う
に
、
そ
の
ま
ま
訓
め
ば
「
た
ま
ぬ
し
」

で
あ
る
。「
た
ま
も
り
」
と
訓
む
古
義
は
そ
の
根
拠
を
「
神
名
帳
に
、
土
佐
国
吾
川
郡
、
天
石
門
別
安
国
玉
守

タ
マ
モ
リ

天
神
社
、

と
あ
り
」
と
、
攷
證
は
「
玉
篇
に
、
主
守
也
と
あ
る
に
て
、
主
は
も
り
と
訓
る
を
し
る
べ
し
」
と
、
玉
守
神
社
や
玉
篇
の

訓
み
を
根
拠
に
「
た
ま
も
り
」
と
訓
む
が
、
多
く
は
次
の
よ
う
な
理
由
に
よ
っ
て
「
た
ま
も
り
」
と
訓
む
。
巻
三
・
譬
喩

歌
部
に
先
に
挙
げ
た
、
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大
伴
坂
上
郎
女
、
親
族
を
宴
す
る
日
に
吟
ふ
歌
一
首

山
守
の
（
山
守
之
）
あ
り
け
る
知
ら
に
そ
の
山
に
標
結
ひ
立
て
て
結
ひ
の
恥
し
つ
（
三
・
四
〇
一
）

大
伴
宿
祢
駿
河
麻
呂
即
ち
和
ふ
る
歌
一
首

山
守
は
（
山
主
者
）
け
だ
し
あ
り
と
も
我
妹
子
が
結
ひ
け
む
標
を
人
解
か
め
や
も
（
三
・
四
〇
二
）

と
い
う
、
大
伴
親
族
宴
で
の
歌
が
あ
る
。
四
〇
一
歌
と
四
〇
二
歌
と
は
宴
席
で
の
唱
和
歌
で
あ
る
。
原
文
一
句
目
は
四
〇

一
歌
で
は
「
山
守
」、
四
〇
二
歌
で
は
「
山
主
」
と
な
っ
て
い
る
。
四
〇
二
歌
の
「
山
主
」
は
四
〇
一
歌
の
「
山
守
」
を

受
け
て
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、「
山
守
」
の
訓
み
に
同
じ
く
「
や
ま
も
り
」
と
訓
む
の
が
良
い
と
し
て
六
五
一
歌
の
「
山

主
」
も
「
や
ま
も
り
」
と
訓
む
の
で
あ
る
。
万
葉
集
中
の
「
…
守
（
も
り
）」
と
い
う
語
は
、
仮
名
書
き
例
と
「
防
人
」
の

例
を
除
い
て
は
「
守
」
で
表
記
さ
れ
る
の
が
通
例
と
い
っ
て
よ
い
。
一
方
、
歌
中
の
「
主
」
の
字
は
、
上
記
の
「
山
主
」

（
三
・
四
〇
二
）、「
玉
主
」（
四
・
六
五
二
）
の
他
は
「
神
主
」
の
意
の
「
神
主
部
」（
十
三
・
三
二
二
九
）
の
例
が
あ
り
、
こ
れ

は
「
か
む
ぬ
し
」
あ
る
い
は
「
は
ふ
り
へ
」
と
訓
ま
れ
る
。

四
〇
二
歌
の
「
主
」
を
「
守
」
の
意
の
「
も
り
」
と
訓
む
の
は
、
四
〇
二
歌
が
宴
席
に
お
い
て
四
〇
一
歌
に
和
え
た
も

の
と
い
う
事
情
を
考
え
合
わ
せ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
大
伴
駿
河
麻
呂
が
坂
上
郎
女
の
「
山
守
」
を
う
け
て
「
や
ま
も
り
」

と
唱
和
し
、
そ
れ
を
「
山
主
」
と
表
記
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
山
守
」
に
更
な
る
意
味
を
持
た
せ
た
。「
山
主
」
と
い
う

表
記
は
、「
山
守
」
を
単
な
る
山
の
番
人
、
お
守
り
役
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
山
の
持
ち
主
と
い
う
意
味
を
込
め
た
も
の

で
、
た
と
え
所
有
主
が
い
た
と
し
て
も
、
あ
な
た
の
心
に
背
く
こ
と
は
な
い
、
と
い
う
意
志
表
示
を
し
て
い
る
こ
と
に
な

る
。「
山
守
」
を
「
山
主
」
と
表
記
す
る
の
は
、
四
〇
一
歌
が
あ
っ
て
こ
そ
可
能
な
も
の
で
、
二
者
間
に
特
有
な
こ
と
で
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あ
る
。

六
五
二
歌
の
「
主
」
を
「
も
り
」
と
訓
む
と
す
れ
ば
、
四
〇
二
歌
の
表
記
意
識
に
繋
が
る
も
の
、
と
い
え
る
。
四
〇
二

歌
は
大
伴
親
族
の
宴
席
に
お
い
て
坂
上
郎
女
の
歌
に
応
じ
て
駿
河
麻
呂
が
即
座
に
和
え
た
歌
で
あ
る
。「
や
ま
も
り
」
を

「
山
主
」
と
表
記
す
る
の
は
、
山
の
番
人
と
い
う
意
味
と
共
に
そ
の
山
の
所
有
主
と
い
う
意
味
を
込
め
た
、
大
伴
親
族
に

特
徴
的
な
こ
と
と
な
る
。

四
〇
二
歌
の
「
山
主
」
を
「
や
ま
も
り
」
と
訓
む
の
は
四
〇
一
歌
の
「
山
守
」
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
即
座

に
六
五
二
歌
の
「
玉
主
」
を
「
た
ま
も
り
」
と
訓
ん
で
よ
い
か
疑
問
で
あ
る
。「
た
ま
も
り
」
と
訓
む
と
す
れ
ば
大
伴
一
族

に
特
有
な
表
記
意
識
を
よ
み
と
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
場
合
「
た
ま
ぬ
し
」
の
訓
み
の
方
が
よ
り
自
然
で
、
玉
を
守
る

者
と
い
う
よ
り
玉
の
持
ち
主
と
い
う
意
を
持
た
せ
て
の
表
記
と
考
え
る
。

「
玉
」
は
、
石
な
ど
を
丸
く
磨
い
た
も
の
、
真
珠
、
竹
を
輪
切
り
に
し
た
も
の
、
一
部
の
植
物
の
実
な
ど
を
い
う
。
真

珠
の
例
が
多
い
か
ら
か
「
玉
」
を
人
に
譬
え
る
場
合
、
女
性
、
特
に
恋
人
に
譬
え
る
場
合
が
多
い
が
「
玉
」
は
男
性
に
譬

え
ら
れ
る
場
合
も
少
な
く
な
く
、
男
女
を
問
わ
ず
大
切
な
人
は
「
玉
」
に
譬
え
ら
れ
、
恋
人
や
大
切
な
人
が
玉
で
あ
っ
た

ら
な
―
―
、
と
い
う
表
現
も
多
い
。「
玉
」
を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
愛
し
い
人
と
共
に
い
る
と
い
う
感
覚
、
身

に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
関
係
に
あ
っ
て
こ
そ
二
人
の
関
係
は
揺
る
ぎ
の
な
い
も
の
と
な
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
ゆ
る

ぎ
な
い
関
係
に
あ
る
状
況
は
歌
に
は
な
り
難
く
、
共
に
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
悲
し
さ
、
切
な
さ
、
共
に
い
た
い
と
い
う

願
望
が
歌
と
な
る
。
そ
こ
に
次
の
歌
の
よ
う
な
相
手
が
玉
で
あ
っ
た
ら
な
―
―
、
玉
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
発
想
が
生

ま
れ
て
く
る
。
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天
皇
の
崩
り
ま
し
し
時
に
、
婦
人
の
作
る
歌
一
首

…
…
玉
な
ら
ば
　
手
に
巻
き
持
ち
て
　
布
な
ら
ば
　
脱
く
時
も
な
く
　
我
が
恋
ふ
る
　
君
そ
昨
夜
　
夢
に
見
え
つ
る

（
二
・
一
五
〇
）

大
伴
坂
上
大
嬢
、
大
伴
宿
祢
家
持
に
贈
る
歌

玉
な
ら
ば
手
に
も
巻
か
む
を
う
つ
せ
み
の
世
の
人
な
れ
ば
手
に
巻
き
か
た
し
（
四
・
七
二
九
）

大
目
秦
忌
寸
八
千
島
の
館
に
し
て
守
大
伴
宿
祢
に
餞
す
る
宴
の
歌
二
首

我
が
背
子
は
玉
に
も
が
も
な
手
に
巻
き
て
見
つ
つ
行
か
む
を
置
き
て
行
か
ば
惜
し
（
十
七
・
三
九
八
九
）

六
五
二
歌
の
よ
う
に
「
玉
主
に
玉
は
授
け
て
」
と
、「
玉
主
」
を
「
玉
」
に
渡
す
こ
と
に
何
の
疑
念
の
な
い
状
況
は
、

両
者
が
ゆ
る
ぎ
な
い
関
係
で
あ
る
こ
と
を
歌
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
自
分
の
こ
と
で
は
な
く
第
三
者
に
対
し
て
言
う
場
合
、

か
ら
か
い
や
皮
肉
、
揶
揄
し
た
歌
い
方
と
な
る
。
坂
上
郎
女
は
三
依
に
対
し
て
、
妻
の
所
有
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る

こ
と
を
強
調
し
て
こ
う
歌
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
か
つ
が
つ
も
」
は
、
と
も
か
く
も
、
ま
あ
ま
あ
と
に
か
く
の
意
で
あ
る
が
、
万
葉
集
で
は
こ
の
一
例
の
み
で
、
古
事

記
に
神
武
代
「
皇
后
の
選
定
」
段
に
、

是
に
、
七
た
り
の
媛
女
、
高
佐
士
野
に
遊
び
に
行
く
に
、
伊
須
気
余
理
比
売
、
其
の
中
に
在
り
。
爾
く
し
て
、
大

久
米
命
、
其
の
伊
須
気
余
理
比
売
を
見
て
、
歌
を
以
て
天
皇
に
白
し
て
曰
は
く
、

倭
の
　
高
佐
士
野
を
　
七
行
く
　
媛
女
ど
も
　
誰
を
し
娶
か
む
（
一
五
）
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爾
く
し
て
、
伊
須
気
余
理
比
売
は
、
其
の
媛
女
等
の
前
に
立
て
り
。
乃
ち
天
皇
、
其
の
媛
女
等
を
見
て
、
御
心
に

伊
須
気
余
理
比
売
の
最
も
前
に
立
て
る
を
知
り
て
、
歌
を
以
て
答
へ
て
曰
は
く
、

か
つ
が
つ
も
　
弥
前
立
て
る
　
兄
を
し
娶
か
む
（
一
六
）

と
一
例
あ
る
。
こ
れ
は
、
高
佐
士
野
で
遊
ぶ
七
人
の
乙
女
の
う
ち
誰
を
妻
に
し
ま
し
ょ
う
か
、
と
大
久
米
命
が
天
皇
に
尋

ね
た
と
こ
ろ
、
天
皇
は
伊
須
気
余
理
比
売
が
先
頭
に
い
る
こ
と
を
知
っ
た
上
で
と
り
あ
え
ず
先
頭
の
年
上
の
乙
女
を
妻
と

し
よ
う
、
と
歌
っ
た
も
の
で
あ
る
。「
か
つ
が
つ
も
」
は
不
本
意
な
が
ら
、
と
も
か
く
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
不
本
意

と
い
う
わ
け
で
な
く
「
ほ
ん
と
う
は
気
に
入
っ
て
い
な
が
ら
、
戯
れ
て
、
あ
る
い
は
照
れ
か
く
し
に
、
そ
う
言
っ
た
の
で

あ
」
り
（
土
橋
寛
『
古
代
歌
謡
全
注
釈
古
事
記
編
』
昭
和
四
七
年
一
月
）、「
か
つ
が
つ
も
」
は
戯
れ
、「
ユ
ー
モ
ア
を
こ
め
た
表
現
」

（『
新
編
日
本
古
典
全
集
古
事
記
』）
な
の
で
あ
る
。
記
一
五
、
一
六
歌
の
問
答
の
体
を
な
す
機
知
の
応
酬
に
は
歌
垣
的
な
掛
け

合
い
の
面
影
が
あ
り
、
こ
の
二
者
を
繋
ぐ
「
か
つ
が
つ
も
」
は
戯
笑
性
を
持
っ
た
語
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
万
葉
集
に

他
に
例
を
み
な
い
六
五
二
歌
の
「
か
つ
が
つ
も
」
も
、
相
手
に
向
っ
て
「
ユ
ー
モ
ア
を
こ
め
た
表
現
」、「
戯
れ
」
や
「
照

れ
か
く
し
」
を
持
っ
た
語
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
い
ざ
」
と
い
う
語
に
も
相
手
を
意
識
し
た
語
勢
が
あ
る
。

歌
語
と
し
て
の
「
二
人
」
と
い
う
語
は
、
我
妹
子
と
我
背
、
す
な
わ
ち
恋
人
と
し
て
の
「
二
人
」
で
あ
る
。
万
葉
集
の

歌
中
に
は
「
二
人
」
は
二
三
例
認
め
ら
れ
る
が
そ
の
中
で
例
外
と
な
る
の
は
、「
二
人
行
け
ど
行
き
過
ぎ
か
た
き
秋
山
を

い
か
に
か
君
が
ひ
と
り
越
ゆ
ら
む
」（
二
・
一
〇
六
）
と
「
磯
城
島
の
大
和
の
国
に
人
二
人
あ
り
と
し
思
は
ば
何
か
嘆
か
む
」

（
十
三
・
三
二
四
九
）
の
二
例
で
あ
る
。
一
〇
六
歌
は
伊
勢
か
ら
大
和
に
向
う
大
津
皇
子
を
見
送
る
大
伯
皇
女
の
歌
で
、
二

人
は
姉
弟
の
関
係
だ
が
姉
の
心
情
と
し
て
は
大
津
皇
子
は
弟
で
あ
り
恋
人
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
か
ら
こ
の
範
疇
に
あ
る
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と
い
え
る
。
三
二
四
九
歌
は
こ
の
大
和
の
国
に
あ
な
た
が
二
人
い
る
と
思
っ
た
ら
何
を
嘆
く
こ
と
が
あ
ろ
う
か
で
、
唯
一

例
外
的
で
特
異
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
例
外
的
な
例
を
除
け
ば
、
万
葉
集
で
「
二
人
」
と
い
う
語
は
我
妹
子
と
我
背
の
二

人
と
い
う
意
味
を
も
つ
。
そ
れ
が
「
寝
」
と
い
う
語
に
か
か
る
場
合
、「
二
人
」
は
我
妹
子
と
我
背
す
な
わ
ち
恋
人
や
夫
婦

の
二
人
に
限
ら
れ
る
。
こ
こ
は
「
枕
と
我
は
い
ざ
二
人
寝
む
」
で
あ
る
か
ら
枕
を
擬
人
化
し
二
人
と
歌
っ
て
い
る
。
枕
と

我
が
寝
る
と
い
う
の
は
、「
こ
ほ
ろ
ぎ
の
待
ち
喜
ぶ
る
秋
の
夜
を
寝
る
験
な
し
枕
と
我
は
」（
十
・
二
二
六
四
「
蟋
に
寄
す
る
」、

作
者
未
詳
）
に
み
る
よ
う
に
一
人
寝
の
寂
寥
を
か
こ
つ
表
現
な
の
で
あ
る
。
ま
た
「
逢
は
ず
と
も
我
は
恨
み
じ
こ
の
枕
我

と
思
ひ
て
ま
き
て
さ
寝
ま
せ
」（
十
一
・
二
六
二
九
「
物
に
寄
せ
て
思
ひ
を
陳
ぶ
る
」、
作
者
未
詳
）
は
枕
を
贈
っ
た
時
に
添
え
ら

れ
た
歌
で
、
こ
の
枕
を
私
だ
と
思
っ
て
当
て
て
お
や
す
み
く
だ
さ
い
と
、
自
分
が
い
な
い
夜
は
こ
の
枕
と
共
寝
を
と
歌
う

も
の
で
、
枕
と
寝
る
と
は
恋
す
る
人
と
の
共
寝
が
か
な
わ
な
い
こ
と
を
あ
ら
わ
す
。
枕
は
、
一
つ
の
枕
を
共
に
す
る
、
手

枕
に
す
る
、
と
い
う
言
い
方
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
共
寝
を
連
想
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

坂
上
郎
女
が
「
枕
と
我
は
い
ざ
二
人
寝
む
」
と
歌
う
時
、
そ
れ
は
一
人
寝
の
寂
寥
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
上
句
「
玉

主
に
玉
は
授
け
て
」
を
、
わ
が
娘
は
そ
の
夫
に
託
し
た
と
解
す
る
の
は
こ
こ
に
親
子
の
情
を
挟
み
場
違
い
の
感
を
免
れ
得

な
い
。
金
子
評
釈
に
、

郎
女
が
筑
紫
行
を
思
ひ
立
つ
た
原
因
は
こ
ゝ
に
あ
る
。
夫
麻
呂
は
人
の
中
傷
や
何
や
を
聞
い
て
足
を
抜
い
た
。
郎
女

か
ら
い
へ
ば
、
麻
呂
は
外
に
増
花
の
妻
を
拵
へ
た
。
お
互
に
面
白
く
な
い
経
緯
に
な
つ
た
、
お
のa

c

の
道
を
歩
む

や
う
に
な
つ
た
。
そ
こ
で
玉
を
麻
呂
に
譬
へ
て
、
玉
は
玉
の
番
人
た
る
妾
に
渡
し
て
、
自
分
は
思
ひ
切
つ
て
独
寝
を

し
よ
う
と
決
心
し
た
も
の
だ
。
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と
あ
る
。「
夫
麻
呂
」
と
は
藤
原
麻
呂
の
こ
と
で
、
巻
四
・
五
二
二
〜
五
二
八
歌
に
二
人
の
贈
答
歌
が
あ
り
、
そ
の
左
注

に
「
藤
原
麻
呂
大
夫
、
郎
女
を
娉
ふ
」
と
あ
る
。
玉
は
そ
の
藤
原
麻
呂
を
譬
え
、「
玉
守
」（
金
子
評
釈
の
訓
み
）
は
藤
原
麻

呂
の
妻
を
譬
え
た
と
解
し
自
分
の
下
を
去
っ
た
藤
原
麻
呂
は
「
増
花
の
妻
」
に
渡
し
自
分
は
一
人
寝
を
し
よ
う
、
と
い
う

歌
だ
と
解
す
る
。
更
に
金
子
評
釈
は
、「
契
沖
が
玉
を
娘
、
玉
主
を
婿
に
譬
へ
た
と
解
し
た
の
は
、
大
き
な
見
当
違
ひ
だ
」

と
指
摘
し
現
在
ま
で
続
く
考
え
方
を
批
判
し
て
い
る
。「
金
子
氏
一
流
の
お
も
し
ろ
い
解
釈
で
あ
る
が
、
掲
載
の
順
序
か

ら
も
『
玉
は
授
け
て
か
つ
が
つ
も
』
の
語
釈
か
ら
も
こ
こ
は
や
は
り
善
良
な
母
の
心
を
示
し
た
も
の
と
見
る
べ
き
だ
と
考

え
る
」
と
い
う
注
釈
の
批
判
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
金
子
評
釈
が
省
み
ら
れ
る
こ
と
は
殆
ど
な
い
。
し
か
し
、「
玉
を

以
て
娘
に
譬
へ
、
玉
主
は
そ
の
夫
た
る
男
を
指
し
て
居
る
の
で
あ
る
と
い
は
れ
る
。
多
分
そ
ん
な
こ
と
で
あ
ら
う
。
俗
情

を
歌
つ
た
の
み
で
な
く
、
歌
調
い
か
に
も
下
品
で
あ
る
」
と
の
私
注
の
評
は
、
通
説
の
よ
う
に
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生

ず
る
も
の
で
、
こ
の
歌
が
坂
上
郎
女
の
娘
で
は
な
く
坂
上
郎
女
自
身
の
こ
と
と
す
れ
ば
、
類
型
的
表
現
と
い
う
批
判
は
免

れ
な
い
に
し
て
も
「
歌
調
い
か
に
も
下
品
」
と
い
う
謗
り
は
免
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

諸
注
釈
の
中
で
こ
の
金
子
評
釈
は
特
異
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
解
釈
こ
そ
が
こ
の
歌
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
な
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
が
、
金
子
評
釈
は
「
曲
折
し
た
永
い
怨
恨
の
情
意
が
躍
々
と
し
て
悲
し
い
」
と
あ
る
よ
う
に
、
坂
上
郎
女

の
「
怨
恨
の
歌
」（
四
・
六
一
九
〜
六
二
〇
）
に
続
く
情
と
解
す
る
の
は
疑
問
で
あ
る
し
、
藤
原
麻
呂
と
坂
上
郎
女
の
こ
と

は
太
宰
府
下
向
以
前
の
養
老
五
年
頃
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
六
五
二
歌
を
藤
原
麻
呂
と
の
こ
と
と
解
す
る
の
は
作
歌
年
月

か
ら
言
っ
て
合
わ
な
い
の
で
、
そ
の
ま
ま
で
同
意
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
こ
の
歌
を
理
解
す
る
に
は
、
坂
上
郎
女
の
こ
の

時
期
の
夫
や
恋
人
を
具
体
的
に
示
し
実
生
活
を
考
慮
す
る
必
要
は
な
く
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
詠
も
う
と
し
た
の
か
、
後

期
万
葉
の
世
界
を
ど
う
具
現
し
て
い
る
か
、
と
い
う
こ
と
が
問
題
で
あ
ろ
う
。
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六
五
二
歌
の
玉
は
大
伴
三
依
、
玉
主
は
三
依
の
妻
を
譬
え
、
三
依
に
向
か
っ
て
坂
上
郎
女
が
、

三
依
さ
ん
、
あ
な
た
の
こ
と
は
あ
な
た
の
妻
に
お
渡
し
し
ま
し
ょ
う
。
も
う
お
帰
り
な
さ
い
。（
あ
な
た
は
妻
の
も
と

に
お
帰
り
で
し
ょ
う
が
）
私
は
ま
あ
ま
あ
と
に
か
く
枕
と
共
寝
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

と
、
一
族
の
宴
席
で
大
袈
裟
に
讃
え
た
三
依
の
白
々
し
さ
を
あ
か
ら
さ
ま
に
し
、
あ
な
た
の
持
主
で
あ
る
妻
が
い
な
が
ら

と
い
う
皮
肉
を
込
め
、
機
智
的
な
応
酬
で
切
り
替
え
し
一
座
を
和
ま
せ
な
が
ら
宴
の
終
わ
り
を
告
げ
た
歌
と
考
え
る
。

終
章

六
五
〇
歌
は
大
伴
三
依
が
太
宰
府
か
ら
帰
京
後
、
大
伴
本
家
で
の
宴
席
で
久
し
ぶ
り
に
坂
上
郎
女
に
逢
い
歓
談
の
時
を

得
、
う
ち
と
け
た
雰
囲
気
の
中
で
、「
我
妹
子
は
常
世
の
国
に
住
み
け
ら
し
昔
見
し
よ
り
を
ち
ま
し
に
け
り
」
と
歌
っ
た

も
の
で
あ
る
。
大
袈
裟
な
讃
美
で
相
手
を
圧
倒
す
る
よ
う
な
恋
情
表
現
で
歌
い
か
け
る
誇
張
し
た
戯
笑
性
は
坂
上
郎
女
を

と
り
ま
く
歌
の
世
界
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
坂
上
郎
女
は
、
も
う
夜
も
更
け
ま
し
た
。
三
依
さ

ん
、
家
に
い
る
あ
な
た
の
主
（
妻
）
も
待
ち
恋
う
て
い
る
で
し
ょ
う
、
と
自
分
に
対
す
る
大
袈
裟
な
讃
美
に
三
依
の
妻
の

存
在
を
示
し
て
応
酬
し
、
続
け
て
六
五
二
歌
で
、
あ
な
た
の
こ
と
は
あ
な
た
の
持
主
（
妻
）
に
お
渡
し
し
、
と
も
か
く
私

は
枕
と
一
緒
に
寝
る
と
し
ま
し
ょ
う
、
と
歌
い
大
袈
裟
な
讃
美
を
皮
肉
り
、
自
分
を
あ
わ
れ
に
装
い
な
が
ら
当
意
即
妙
に

相
手
を
う
ち
負
か
し
て
い
る
。
六
五
〇
歌
と
六
五
一
〜
六
五
二
歌
は
歌
垣
の
掛
け
合
い
の
表
現
を
土
台
に
持
つ
唱
和
の
世

界
を
展
開
す
る
贈
答
の
歌
群
で
あ
り
、
唱
和
の
関
係
に
あ
る
歌
群
な
の
で
あ
る
。

大
伴
三
依
も
ま
た
、
坂
上
郎
女
歌
圏
の
歌
人
を
構
成
す
る
歌
人
の
一
人
で
あ
っ
た
。
三
依
の
歌
に
特
徴
的
な
戯
笑
性
、
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社
交
性
は
坂
上
郎
女
を
と
り
ま
く
人
々
の
歌
の
世
界
に
ふ
さ
わ
し
い
。
天
平
一
二
年
一
〇
月
当
時
す
で
に
内
舎
人
で
あ
っ

た
家
持
が
、
藤
原
広
嗣
の
謀
反
を
機
に
伊
勢
、
美
濃
、
近
江
、
山
背
へ
の
東
国
巡
幸
に
赴
い
た
聖
武
天
皇
に
従
い
奈
良
の

都
を
離
れ
る
ま
で
、
坂
上
郎
女
は
家
持
を
支
え
な
が
ら
大
伴
一
族
の
社
交
の
場
の
き
り
も
り
を
し
て
い
た
。
天
平
三
年
七

月
の
大
伴
旅
人
の
没
後
か
ら
天
平
一
二
年
一
〇
月
こ
ろ
ま
で
、
坂
上
郎
女
は
大
伴
親
族
の
宴
の
中
心
と
な
り
、
歌
の
世
界

を
構
築
し
て
き
た
。
こ
の
時
期
の
大
伴
家
の
人
々
の
歌
の
世
界
を
考
察
す
る
こ
と
は
そ
の
ま
ま
後
期
万
葉
の
世
界
の
考
察

に
繋
が
る
と
い
っ
て
良
い
。
三
依
は
そ
の
担
い
手
の
一
人
と
し
て
、
坂
上
郎
女
を
と
り
ま
く
歌
人
の
一
人
と
し
て
、
そ
の

歌
世
界
に
ふ
さ
わ
し
い
歌
を
披
露
し
坂
上
郎
女
が
そ
れ
に
当
意
即
妙
に
歌
い
替
し
た
歌
群
が
、
巻
四
・
六
五
〇
〜
六
五
二

歌
な
の
で
あ
る
。

（
お
の
で
ら
　
せ
い
こ
・
北
海
学
園
大
学
教
授
）

論
中
の
万
葉
集
は
『
万
葉
集
　
訳
文
篇
』『
万
葉
集
　
本
文
篇
』（
塙
書
房
）、
古
事
記
は
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
　
古
事
記
』（
小

学
館
）
に
よ
っ
た
。

注
釈
書
は
次
の
よ
う
に
省
略
し
て
記
し
た
。

拾
穂
抄

北
村
季
吟
『
万
葉
拾
穂
抄
』
貞
享
三
年（
一
六
八
六
）稿

代
匠
記
・
初

契
沖
『
代
匠
記
初
稿
本
』
貞
享
四
年（
一
六
八
七
）頃

代
匠
記
・
精

契
沖
『
代
匠
記
精
選
本
』
元
禄
三（
一
六
九
〇
）

童
蒙
抄

荷
田
春
満
『
万
葉
集
童
蒙
抄
』
享
保
一
〇（
一
七
二
五
）頃

考

賀
茂
真
淵
『
万
葉
考
』
宝
暦
一
〇（
一
七
六
〇
）〜
明
和
五
年（
一
七
六
八
）頃

略
解

橘
千
蔭
『
万
葉
集
略
解
』
寛
政
八（
一
七
九
六
）稿

攷
證

岸
本
由
豆
流
『
万
葉
集
攷
證
』
文
政
一
一（
一
八
二
八
）稿
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新
考（
安
藤
）

安
藤
野
雁
『
万
葉
集
新
考
』
安
政
四
年（
一
八
五
七
）稿

古
義

鹿
持
雅
澄
『
万
葉
集
古
義
』
天
保
一
〇
年（
一
八
三
九
）重
案

新
考

井
上
通
泰
『
万
葉
集
新
考
』
大
正
四（
一
九
一
五
）〜
昭
和
二（
一
九
二
七
）年

全
釈

鴻
巣
盛
広
『
万
葉
集
全
釈
』
昭
和
五（
一
九
三
〇
）〜
昭
和
一
〇（
一
九
三
五
）年

総
釈

石
井
庄
司
他
『
万
葉
集
総
釈
』
昭
和
一
〇（
一
九
三
五
）〜
昭
和
一
一（
一
九
三
六
）年

金
子
評
釈

金
子
元
臣
『
万
葉
集
評
釈
』
昭
和
一
〇（
一
九
三
五
）〜
昭
和
二
〇（
一
九
四
五
）年

窪
田
評
釈

窪
田
空
穂
『
万
葉
集
評
釈
』
昭
和
一
八（
一
九
四
三
）〜
昭
和
二
八（
一
九
五
三
）年

佐
々
木
評
釈

佐
々
木
信
綱
『
評
釈
万
葉
集
』
昭
和
二
三（
一
九
四
八
）〜
昭
和
二
九（
一
九
三
四
）年

増訂
全
注
釈

武
田
祐
吉
『
増訂
万
葉
集
全
注
釈
』
昭
和
三
一（
一
九
五
六
）〜
昭
和
三
二（
一
九
五
七
）年

私
注

土
屋
文
明
『
万
葉
集
私
注
』
昭
和
二
四（
一
九
四
九
）〜
昭
和
三
一（
一
九
四
六
）年

大
系

高
木
市
之
助
他
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系
　
万
葉
集
』
昭
和
三
二（
一
九
五
七
）〜
昭
和
三
七（
一
九
六
二
）年

注
釈

沢
潟
久
孝
『
万
葉
集
注
釈
』
昭
和
三
二（
一
九
五
七
）〜
昭
和
五
二（
一
九
七
七
）年

全
集

小
島
憲
之
他
校
注
『
日
本
古
典
文
学
集
　
万
葉
集
』
昭
和
四
六（
一
九
七
一
）〜
昭
和
五
〇（
一
九
七
五
）年

集
成

青
木
生
子
他
校
注
『
日
本
古
典
集
成
　
万
葉
集
』
昭
和
五
一（
一
九
七
六
）〜
昭
和
五
九（
一
九
八
四
）年

全
訳
注

中
西
進
『
万
葉
集
全
訳
注
原
文
付
』
昭
和
五
三
（
一
九
七
八
）〜
昭
和
五
八（
一
九
八
三
）年

全
注

伊
藤
博
・
稲
岡
耕
二
他
『
万
葉
集
全
注
』
昭
和
五
八（
一
九
八
三
）年
〜

新
編
全
集

小
島
憲
之
他
校
注
・
訳
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
　
万
葉
集
』
平
成
四（
一
九
九
四
）〜
平
成
八（
一
九
九
六
）年

釈
注

伊
藤
博
『
万
葉
集
釈
注
』
平
成
七（
一
九
九
五
）〜
平
成
一
〇
（
一
九
九
八
）年

和
歌
大
系

稲
岡
耕
二
『
和
歌
文
学
大
系
　
万
葉
集
』
平
成
九（
一
九
九
七
）年
〜

新
大
系

佐
竹
昭
広
他
校
注
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
　
万
葉
集
』
平
成
一
一（
一
九
九
九
〜
平
成
一
五（
二
〇
〇
三
）年

全
歌
講
義

阿
蘇
瑞
枝
『
万
葉
集
　
全
歌
講
義
』
平
成
一
八（
二
〇
〇
六
）年
〜
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